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一
四
一
原　
田　
香　
織
研
究
活
動
論　
　
文
	
「
白
隠
禅
師
と
能
楽
」『
国
際
禅
研
究
』
第
三
号
（
東
洋
大
学
国
際
禅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）　
九
五
頁
～
一
一
五
頁
、
二
〇
一
九
年
七
月
三
〇
日
刊
行
。
	
「
世
阿
弥
『
五
音
』
所
収
「
西
国
下
」
に
関
す
る
考
察
」
単
著
、『
文
学
論
藻
』
第
九
四
号
、
Ａ
５
判
、
二
五
頁
～
四
二
頁
、
二
〇
二
〇
年
三
月
一
三
日
刊
行
。
そ
の
他
	
エ
ス
テ
ラ
・
ゼ
ロ
ム
ス
カ
教
授
（
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ア
ダ
ム
ミ
ツ
キ
エ
ビ
ッ
チ
大
学
）
と
研
究
交
流
、
二
〇
一
九
年
九
月
～
一
〇
月
。
学
会
活
動
	
中
世
文
学
会
・
説
話
文
学
会
・
能
楽
学
会
・
楽
劇
学
会
会
員
。
	
文
芸
研
究
会
委
員
教
育
活
動
　
〈
学
内
〉
	
東
洋
大
学
授
業
内
講
義
「
辰
巳
満
次
郎
師
講
演
」
二
〇
一
九
年
十
一
月
十
一
日
。
白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
。
	
東
洋
大
学
就
職
キ
ャ
リ
ア
講
演
会
企
画
「
高
度
情
報
社
会
の
発
想
法　
原
純
一
氏
講
演
」二
〇
一
九
年
十
一
月
二
十
八
日
。
白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
。
	
東
洋
大
学
能
楽
鑑
賞
教
室
（
主
催
東
洋
大
学
文
学
部
・
Ｔ
Ｄ
Ｂ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
冊
子
解
説
、お
よ
び
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
能
楽
鑑
賞
会
冊
子
全
三
二
頁
）
二
〇
一
九
年
十
一
月
三
〇
日
。
白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
。
	
東
洋
大
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
日
本
・
モ
ン
ゴ
ル
の
伝
統
文
化
か
ら
み
る
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
」パ
ネ
リ
ス
ト
二
〇
一
九
年
十
二
月
十
六
日
。
川
越
キ
ャ
ン
パ
ス
。
　
〈
学
外
〉	
新
潟
県
新
潟
市
立
万
代
高
等
学
校
・
模
擬
講
義
「
猫
の
聞
い
た
謡
―
夏
目
漱
石
と
能
楽
」、
二
〇
一
九
年
七
月
十
二
日
。
社
会
的
活
動
講
演
会　
「
狂
言
の
笑
い
と
禅
」　
伊
奈
町
立
図
書
館　
二
〇
一
九
年
九
月
二
二
日　
公　
　
演	
発
表
会
「
四
季
を
寿
ぐ
歌
」
琵
琶
奏
者
塩
高
和
之
氏
の
新
曲
作
詞
披
露
公
演　
二
〇
一
九
年
十
月
十
七
日　
日
本
橋
富
沢
町
楽
琵
会
。
大
学
・
学
部
管
理
運
営
活
動
	
日
本
文
学
文
化
学
科
第
一
部
学
科
長
・
資
格
審
査
委
員
会
委
員
。
	
東
洋
大
学
伝
統
文
化
講
座
【
Ｔ
Ｄ
Ｂ
】
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
。
	
東
洋
学
研
究
所
研
究
員
・
運
営
委
員
。
木　
村　
　
　
一
研
究
活
動
	
東
洋
大
学
研
究
者
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
参
照
の
こ
と
二
〇
一
九
年
度
日
本
文
学
文
化
学
科
教
員
の
活
動
報
告
一
四
二
社
会
的
活
動
	
模
擬
授
業
（
山
梨
県
立
日
川
高
等
学
校　
二
〇
一
九
年
一
二
月
一
〇
日
）
大
学
・
学
部
管
理
運
営
活
動
	
第
二
部
学
科
長
、
資
格
審
査
委
員
会
委
員
有　
澤　
晶　
子
研
究
活
動
論　
　
文　
	
東
洋
大
学
研
究
者
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
記
載
学
会
活
動
	
東
洋
大
学
研
究
者
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
記
載
大
学
・
学
部
管
理
運
営
活
動
	
文
学
部
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
委
員
会
委
員
、
文
学
部
外
国
語
委
員
会
委
員
岡　
﨑　
友　
子
研
究
活
動
	
東
洋
大
学
研
究
者
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
参
照
の
こ
と
学
会
活
動
	
日
本
語
学
会
（
評
議
員
）、
日
本
語
文
法
学
会
（
学
会
誌
委
員
）、
訓
点
語
学
会
、
関
西
言
語
学
会
、
大
阪
大
学
国
語
国
文
学
会
菊　
地　
義　
裕
研
究
活
動
論　
　
文
	
東
洋
大
学
研
究
者
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
参
照
。
講　
　
演
	
「
家
持
に
お
け
る
景
の
詠
出
」（「
高
志
の
国
文
学
館
「
家
持
発
見
―
響
き
合
う
詩
歌
と
絵
画
」
関
連
講
座
、
二
〇
一
九
年
五
月
五
日
）
そ
の
他
	
「
天
平
二
年
の
「
梅
花
の
宴
」
の
特
色
―
元
号
「
令
和
」
を
視
野
に
―
」、
単
著
、『
季
刊
悠
久
』
第
一
五
九
号
、
鶴
岡
八
幡
宮
、
Ａ
５
版
、
二
〇
二
〇
年
二
月
一
〇
日
学
会
活
動
	
上
代
文
学
会
常
任
理
事
。
上
代
文
学
会
賞
選
考
委
員
。
全
国
大
学
国
語
国
文
学
会
代
表
委
員
。
國
學
院
大
學
国
文
学
会
委
員
。
東
洋
大
学
日
本
文
学
文
化
学
会
役
員
。
万
葉
学
会
・
美
夫
君
志
会
・
古
事
記
学
会
・
古
代
文
学
会
・
風
土
記
研
究
会
・
木
簡
学
会
各
会
員
。
教
育
活
動
	
東
洋
大
学	
第
三
三
回
「
現
代
学
生
百
人
一
首
」
審
査
・
選
考
、
選
評
執
筆
社
会
的
活
動
	
三
嶋
大
社
古
典
講
座
（
二
〇
一
九
年
四
月
～
二
〇
二
〇
年
三
月
、全
一
〇
回
）
	
静
岡
新
聞
社
Ｓ
Ｂ
Ｓ
学
苑
万
葉
講
座（
二
〇
一
九
年
四
月
～
二
〇
二
〇
一
四
三
年
三
月
、
全
一
二
回
）
	
東
洋
大
学
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
講
座
Ａ
「
万
葉
集
講
座
―
万
葉
の
歌
・
生
活
・
文
化
―
」〔
春
期
〕「
万
葉
の
時
代
と
作
品
―
万
葉
後
期
」
全
六
回
（
二
〇
一
九
年
五
月
一
五
日
・
二
二
日
・
二
九
日
・
六
月
五
日
・
一
二
日
・
一
九
日
）、
同
講
座
Ａ
「
万
葉
集
講
座
―
万
葉
の
歌
・
生
活
・
文
化
―
」〔
秋
期
〕「
万
葉
集
に
み
る
吉
野
」
全
六
回
（
十
月
一
六
日
・
三
〇
日
・
一
一
月
六
日
・
一
三
日
・
二
〇
日
・
二
七
日
）、
東
洋
大
学
白
山
校
舎
	
朝
霞
市
中
央
公
民
館
「
悠
ゆ
う
大
学
―
平
成
か
ら
令
和
へ
―
」
講
演
「
万
葉
集
の
作
品
を
味
わ
う
」、
二
〇
一
九
一
一
月
一
二
日
、
朝
霞
市
中
央
公
民
館
	
公
益
財
団
法
人
東
京
都
公
園
協
会
「
緑
と
水
の
市
民
カ
レ
ッ
ジ
講
座
」
講
演
「
六
義
園
と
和
歌
の
浦
」、
二
〇
一
九
年
一
一
月
三
〇
日
、
緑
と
水
の
市
民
カ
レ
ッ
ジ
（
東
京
都
千
代
田
区
日
比
谷
公
園
内
）
大
学
・
学
部
管
理
運
営
活
動
	
通
信
教
育
部
部
長
	
全
学
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
委
員
会
委
員
	
東
洋
大
学
「
現
代
学
生
百
人
一
首
」
選
考
委
員
会
委
員
長
中　
山　
尚　
夫
研
究
活
動
論　
　
文
	
「
十
返
舎
一
九
の
書
簡
（
紹
介
）」『
文
学
論
藻
』
第
九
四
号
、
Ａ
５
判
。
二
〇
二
〇
年
三
月
。
学
会
活
動
	
日
本
近
世
文
学
会
・
国
際
浮
世
絵
学
会
・
全
国
大
学
国
語
国
文
学
会
会
員
教
育
活
動
	
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
部
公
開
講
座
「
都
鄙
の
文
学
」
二
〇
一
九
年
一
二
月
七
日
出
張
講
義
	
私
立
武
南
高
等
学
校　
二
〇
一
九
年
六
月
一
九
日
、私
立
櫻
丘
高
等
学
校
二
〇
一
九
年
一
一
月
二
七
日
社
会
的
活
動
講
師
派
遣
	
岐
阜
県
各
務
原
市
西
ワ
ー
ク
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
文
学
講
座　
二
〇
一
九
年
一
二
月
二
日
、埼
玉
県
所
沢
市
教
育
委
員
会
生
涯
教
育
教
養
セ
ン
タ
ー
講
座
、
二
〇
一
九
年
六
月
二
四
日
・
七
月
一
・
八
・
二
二
日
、
茨
城
県
行
方
市
狂
歌
収
集
委
員
会
委
員
長
大
学
・
学
部
管
理
運
営
活
動
	
社
会
連
携
推
進
室
室
長
、
文
学
部
内
キ
ャ
リ
ア
・
就
職
推
進
委
員
会
委
員
、
Ｔ
Ｄ
Ｂ
委
員
、
国
際
化
推
進
委
員
会
委
員
、
体
育
協
議
会
委
員
会
委
員
一
四
四
野　
呂　
芳　
信
研
究
活
動
論　
　
文
	
「
萩
原
朔
太
郎
と
小
出
の
林
に
つ
い
て
」　
単
著　
『
近
代
文
学
資
料
研
究
』
第
三
号
（
三
月
二
〇
日
刊
行
予
定
）
そ
の
他
	
フ
ラ
ン
ス
国
立
東
洋
言
語
文
化
学
院
に
お
け
る
萩
原
朔
太
郎
詩
集『
月
に
吠
え
る
』『
青
猫
』
の
仏
語
訳
活
動
に
年
間
を
通
し
て
参
加
学
会
活
動
	
芸
術
至
上
主
義
文
芸
学
会
理
事
、
日
本
近
代
文
学
会
会
員
、
言
語
と
文
芸
の
会
会
員
、
東
洋
大
学
日
本
文
学
文
化
学
会
会
員
教
育
活
動
〈
学　
外
〉
講　
　
義	
高
村
光
太
郎
「
雨
に
う
た
る
る
カ
テ
ド
ラ
ル
」
に
つ
い
て
（
於
フ
ラ
ン
ス
国
立
東
洋
言
語
文
化
学
院　
五
月
十
三
日
）
蓮　
見　
行　
廣
教
育
活
動
　
〈
学
内
〉	
公
開
講
座-
書
道
「
蘇
軾
」
黄
州
寒
食
詩
巻
を
テ
ー
マ
に
　
〈
学
外
〉	
Ｎ
Ｈ
Ｋ
文
化
セ
ン
タ
ー
講
師
（
一
コ
マ
）
社
会
的
活
動
	
・
第
七
一
回
毎
日
書
道
展　
審
査
会
員
と
し
て
作
品
を
出
品
。（
国
立
新
美
術
館
）
	
会
期　
七
月
十
日
（
水
）
～
八
月
四
日
（
日
）
ま
で
。
大
学
・
学
部
管
理
運
営
活
動
	
自
己
点
検
委
員
三　
宅　
和　
子
研
究
活
動
	
東
洋
大
学
研
究
者
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
	
（http://ris.toyo.ac.jp/search/index.htm
l
）
を
参
照
学
会
活
動
	
東
洋
大
学
日
本
文
学
文
化
学
会
会
長　
社
会
言
語
科
学
会
理
事　
ひ
と
・
こ
と
ば
フ
ォ
ー
ラ
ム
主
催　
日
本
語
教
育
学
会　
国
際
語
用
論
学
会　
日
本
語
学
会　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
日
本
学
会　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
日
本
語
教
師
会　
英
国
日
本
語
教
育
学
会　
会
員　
社
会
的
活
動
招
待
発
表	
「
ロ
ン
ド
ン
の
日
本
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
―
日
系
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
と
日
本
語
の
保
持
と
継
承
の
リ
ア
リ
テ
ィ「
第
一
〇
回
海
外
日
本
人
社
会
研
究
会　
二
〇
一
九
年
九
月
二
八
日　
関
東
学
院
大
学
関
内
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
講　
　
演	
「
メ
デ
ィ
ア
の
中
の
日
本
語
―LIN
E
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
分
析
す
る
―
」2019　
U
N
SW
	&
	U
T
S	Postgraduate	W
orkshop	of	
Japanese	Language	and	Japanese	Studies,	19	O
ctober	2019	
@
	U
niversity	of	T
echnology	Sydney
　
　
　
　
	
「
日
本
語
が
「
意
味
」
を
も
つ
と
き
―
在
英
国
際
結
婚
家
庭
の
日
本
語
一
四
五
の
保
持
・
継
承
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
め
ぐ
っ
て
―
」U
N
SW
・
国
際
交
流
基
金
共
催
講
演　
二
〇
一
九
年
一
〇
月
二
〇
日　
シ
ド
ニ
ー
国
際
交
流
基
金
ホ
ー
ル
大
学
・
学
部
管
理
運
営
活
動
	
大
学
院
文
学
研
究
科
日
本
文
学
文
化
専
攻
専
攻
長
	
劇
団
白
芸
顧
問
山　
崎　
甲　
一
研
究
活
動
講　
　
演	
〈
蜘
蛛
の
糸
〉
そ
し
て
〈
羅
生
門
〉　
芸
術
至
上
主
義
文
芸
学
会
大
会　
二
〇
一
九
年
六
月
一
六
日　
	
品
川
区
立
中
小
企
業
セ
ン
タ
ー
学
会
活
動
	
解
釈
学
会
『
解
釈
』
編
集
委
員
教
育
活
動
　
〈
学
外
〉	
出
張
講
義
・
県
立
柏
南
高
等
学
校　
二
〇
一
九
年
七
月
一
二
日
大
学
・
学
部
管
理
運
営
活
動
	
大
学
協
議
委
員
会
委
員　
自
然
科
学
委
員
会
委
員　
東
洋
学
研
究
所
運
営
委
員
、
編
集
委
員
山　
本　
亮　
介
研
究
活
動
	
東
洋
大
学
研
究
者
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
参
照
の
こ
と
学
会
活
動
	
日
本
近
代
文
学
会
評
議
員
、
昭
和
文
学
会
幹
事
、
横
光
利
一
文
学
会
評
議
員
・
運
営
委
員
教
育
活
動
　
〈
学
外
〉	
出
張
講
義　
神
奈
川
県
立
鶴
見
高
等
学
校　
二
〇
一
九
年
六
月
二
一
日
大
学
・
学
部
管
理
運
営
活
動
	
通
信
教
育
部
日
本
文
学
文
化
学
科
長
、
文
学
部
資
格
審
査
委
員
、
文
学
部
入
試
委
員
会
委
員
、
文
学
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
担
当
委
員
杉　
江　
典　
子
研
究
活
動
研
究
発
表
	
Y
asuharu	O
tani;	T
eru	A
gata;	M
asaki	Eto;	M
ari	A
gata;	
N
oriko	Sugie.	"U
sing	V
IA
F
	D
ataset	and	the	N
ational	
B
ibliography	for	Identifying	and	Listing	C
om
ics	and	
M
anga	A
uthors".	JC
D
L	(Joint	C
onference	on	D
igital	
Libraries).	U
rbana-Cham
paign,	Illinois	(U
.S.A
.).	2019-6-2/6.
	
大
谷
康
晴
，
安
形
麻
理
，
橋
詰
秋
子
，
安
形
輝
，
杉
江
典
子
，
江
藤
正
己
．
日
本
マ
ン
ガ
の
国
際
的
受
容
に
関
す
る
予
備
調
査
：
翻
訳
版
の
書
誌
学
的
な
調
査
項
目
の
検
討
．
二
〇
一
九
年
度
三
田
図
書
館
・
情
報
学
研
究
大
会
．
二
〇
一
九
年
一
一
月
一
六
日
，慶
應
義
塾
大
学
．（『
三
田
一
四
六
図
書
館
・
情
報
学
会
研
究
大
会
発
表
論
文
集
二
〇
一
九
年
度
』p.1-4
）
学
会
活
動
	
日
本
図
書
館
情
報
学
会
研
究
委
員
会
委
員
	
三
田
・
図
書
館
情
報
学
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
委
員
教
育
活
動
〈
学　
外
〉
	
国
立
国
会
図
書
館	
関
西
館
「
令
和
元
年
度
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・
サ
ー
ビ
ス
研
修
：
科
学
技
術
情
報
を
中
心
に
」（
一
二
月
五
日	
一
～
三
限
）
講
師
	
国
立
国
会
図
書
館	
東
京
本
館
「
令
和
元
年
度
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・
サ
ー
ビ
ス
研
修
：
人
文
情
報
を
中
心
に
」（
一
月
一
六
日
一
～
三
限
）
講
師
社
会
的
活
動
	
図
書
館
総
合
展
「
図
書
館
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
大
賞
」
審
査
員
（
二
〇
一
九
年
九
月
一
日
～
二
〇
二
〇
年
二
月
二
十
八
日
）
大
学
・
学
部
管
理
運
営
活
動
	
全
学
図
書
館
運
営
委
員
会
委
員
、
通
信
教
育
委
員
会
委
員
、
学
科
教
務
、
司
書
・
司
書
教
諭
資
格
科
目
担
当
ソ
ー
ン
ト
ン　
武
・
ア
ー
サ
ー
研
究
活
動
そ
の
他	
「
ア
メ
リ
カ
の
「
無
意
識
」
を
暴
露
す
る
、
も
う
ひ
と
つ
の
文
学
史
」（
巽
孝
之
『
パ
ラ
ノ
イ
ド
の
帝
国
』）
二
〇
一
八
年
十
一
月
、
大
修
館
出
版
の
書
評
）、『
三
田
文
学
』
一
三
七
巻
、
二
九
四
頁
か
ら
二
九
五
頁　
二
〇
一
九
年
四
月
。
	
「
サ
リ
ン
ジ
ャ
ー
生
誕
一
〇
〇
年
」（
尾
崎
俊
介
、蛙
田
あ
め
こ
と
の
討
論
）、『
三
田
評
論
』
一
二
三
七
巻
、　
六
四
頁
か
ら
七
六
頁　
二
〇
一
九
年
一
〇
月
。
学
会
活
動	
日
本
比
較
文
学
会
会
員
、International	Com
parative	Literature	
association
会
員
、
文
化
経
済
学
会
（
日
本
）
会
員
。
教
育
活
動
　
〈
学
内
〉	
二
〇
二
一
年
度
夏
季
海
外
文
化
研
修
の
予
備
調
査
と
し
て
、ベ
ネ
ツ
ィ
ア
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
お
よ
び
ベ
ネ
ツ
ィ
ア
国
際
大
学
を
視
察　
二
〇
一
九
年
九
月
一
〇
日
か
ら
十
三
日
。
　
〈
学
外
〉	
C
ongress	of	International	C
om
parative	Literature	
A
ssociation
に
参
加
、
二
〇
一
九
年
七
月
二
九
日
か
ら
八
月
一
日
。
社
会
的
活
動
	
N
O
BO
RD
ER	N
EW
S	T
O
K
Y
O
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス
番
組
「
ニ
ュ
ー
ズ
・
オ
プ
エ
ド
」
の
ゲ
ス
ト
・
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
（
海
外
文
化
・
政
治
）、
二
〇
一
九
年
一
〇
月
よ
り
。
大
学
・
学
部
管
理
運
営
活
動
	
文
学
部
グ
ロ
ー
バ
ル
化
推
進
委
員
会
委
員
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
連
携
事
業
推
進
委
員
会
委
員
。
外
国
語
委
員
会
委
員
。
一
四
七
高　
柳　
祐　
子
研
究
活
動
論　
　
文
	
東
洋
大
学
研
究
者
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
参
照
。
講　
　
演
	
文
語
の
苑
第
九
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
中
世
連
歌
師
の
紀
行
文
―
『
宗
長
日
記
』
を
読
む
」、
二
〇
一
九
年
十
一
月
十
日
、
東
洋
大
学
学
会
活
動
	
和
歌
文
学
会
例
会
委
員
。
中
世
文
学
会
会
員
、東
京
大
学
国
語
国
文
学
会
会
員
、
東
洋
大
学
日
本
文
学
文
化
学
会
会
員
。
教
育
活
動
　
〈
学
内
〉	
東
洋
大
学	
第
三
三
回
「
現
代
学
生
百
人
一
首
」
審
査
・
選
考
、
選
評
執
筆
	
学
び
ラ
イ
ブ
（
三
月
二
十
七
日
予
定
）
大
学
・
学
部
管
理
運
営
活
動
	
「
現
代
学
生
百
人
一
首
」
選
考
委
員
会
委
員
、
教
職
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
、
予
算
委
員
会
委
員
（
文
学
部
）、
学
科
会
計
担
当
信　
岡　
朝　
子
研
究
活
動
	
東
洋
大
学
研
究
者
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
参
照
の
こ
と
。
学
会
活
動
	
日
本
比
較
文
学
会
、
東
大
比
較
文
学
会
、
ア
メ
リ
カ
学
会
、
文
学
・
環
境
学
会
、
日
本
児
童
文
学
学
会
、
エ
コ
ク
リ
テ
ィ
シ
ズ
ム
研
究
学
会
、
表
象
文
化
論
学
会
、
日
本
映
像
学
会
、
絵
本
学
会
、
生
物
史
研
究
会
、
各
会
員
教
育
活
動
出
張
講
義	
二
〇
一
九
年
一
一
月
一
九
日　
神
奈
川
県
私
立
横
浜
清
風
高
校
大
学
・
学
部
管
理
運
営
活
動
	
文
学
部
外
国
語
委
員
会
委
員
（
英
語
代
表
者
）、
通
信
教
育
委
員
会
委
員
、
学
科
教
務
（
時
間
割
担
当
）
山　
中　
悠　
希
研
究
活
動
	
東
洋
大
学
研
究
者
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
参
照
の
こ
と
。
学
会
活
動
	
日
本
文
学
協
会
、
中
古
文
学
会
、
平
安
朝
文
学
研
究
会
（
委
員
・
監
事
）、
早
稲
田
大
学
国
文
学
会
、
東
洋
大
学
日
本
文
学
文
化
学
会
教
育
活
動
出
張
講
義	
東
京
都
立
井
草
高
等
学
校
（
二
〇
一
九
年
十
二
月
二
十
三
日
）
大
学
・
学
部
管
理
運
営
活
動
	
通
信
教
育
委
員
会
委
員
、
学
科
教
務
（
ゼ
ミ
・
卒
論
指
導
希
望
調
査
）
担
当
、
学
科
図
書
館
選
書
担
当
一
四
八
小　
椋　
　
　
彩
研
究
活
動
	
東
洋
大
学
研
究
者
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
参
照
の
こ
と
。
学
会
活
動
	
日
本
ロ
シ
ア
文
学
会
会
員
。
日
本
比
較
文
学
会
会
員
。
日
本
ス
ラ
ヴ
学
研
究
会
会
員
、
同
企
画
編
集
委
員
、
同
会
会
誌
「
日
本
ス
ラ
ヴ
学
論
集
」
副
編
集
長
。
教
育
活
動
〈
学　
内
〉
	
キ
ャ
リ
ア
講
演
会
「
文
芸
翻
訳
の
仕
事
：
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
作
家
作
品
の
翻
訳
よ
り
」
二
〇
一
九
年
十
二
月
十
八
日
。
〈
学　
外
〉
	
東
京
大
学
教
養
学
部
非
常
勤
講
師
。早
稲
田
大
学
教
育
学
部
非
常
勤
講
師
。
社
会
的
活
動
	
「
十
九
世
紀
文
学
の
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
的
再
読
と
そ
の
後
：
プ
ル
ス
『
人
形
』
と
ト
カ
ル
チ
ュ
ク
『
人
形
と
真
珠
』」、
北
海
道
大
学
ス
ラ
ブ
・
ユ
ー
ラ
シ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
公
開
講
座
、
二
〇
一
九
年
五
月
二
十
七
日
、
北
海
道
大
学
。
	
「
オ
ル
ガ
・
ト
カ
ル
チ
ュ
ク
の
文
学
世
界
」、
招
待
講
演
、
二
〇
一
九
年
十
一
月
二
十
七
日
、
名
古
屋
外
国
語
大
学
世
界
教
養
学
科
。
	
「
キ
ノ
コ
と
シ
ロ
ン
ス
ク
と
ト
カ
ル
チ
ュ
ク
」、
招
待
講
演
、
二
〇
一
九
年
十
二
月
二
十
一
日
、
北
海
道
大
学
付
属
総
合
図
書
館
。
	
「
ノ
ー
ベ
ル
賞
作
家
オ
ル
ガ
・
ト
カ
ル
チ
ュ
ク
の
文
学
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
文
化
を
め
ぐ
っ
て
」、
招
待
講
演
、
二
〇
一
九
年
十
二
月
二
十
三
日
、
東
京
大
学
文
学
部
。
	
オ
ル
ガ
・
ト
カ
ル
チ
ュ
ク
の
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
受
賞
（
二
〇
一
八
年
）
に
関
し
て
毎
日
新
聞
、
東
京
新
聞
、
共
同
通
信
に
識
者
評
論
寄
稿
。
朝
日
新
聞
、
日
本
経
済
新
聞
、
中
京
新
聞
、
時
事
通
信
の
各
紙
に
識
者
コ
メ
ン
ト
掲
載
。
大
学
・
学
部
管
理
運
営
活
動
	
国
際
交
流
担
当
。
国
際
学
術
交
流
講
演
会
「
欧
州
に
渡
っ
た
か
ぶ
き
」
（
六
月
十
九
日
、
講
演
者
・
ペ
ト
ル
・
ホ
リ
ー
、
実
践
女
子
大
学
短
期
大
学
部
講
師
）
組
織
。
